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全雌三倍体ヤマメ１+年魚以降の成長および成熟

城智聡・工藤真弘・小野淳

実験２２+年魚および3+年魚の成長

供試魚：(2+年魚）1993年１０月に採卵し，性転換雄

精子を用いてｌ+年魚と同様の高温処理で作出した全

雌三倍体ヤマメ２+年魚を８５尾用いた。

供試魚：(3+年魚）１９９２年10月に採卵し，`性転換雄

精子を用いて１+年魚と同様の高温処理で作出した全

雌三倍体ヤマメ３+年魚を３５尾用いた。

飼育条件飼育期間は２+年魚，３十年魚ともに１９９６

年５月１５日～９月１９日とし，200×400×100ｃｍのコ

ンクリート池で飼育した。供試魚は約４週間ごとに取

り上げ，測定を行った。各測定日間を１期（５月１７

日～６月１８日)，Ⅱ期（６月１９日～７月１７日），Ⅲ期

(７月１８日～８月１９日)，およびⅣ期（８月２０日～９

月１９日）とした。給餌は，実験１と同様に行った。

東京都水産試験場奥多摩分場で作出した三倍体ヤマ

メの成長，成熟などの養殖特性については，これまで

に雌雄混合三倍体で４+年魚以降まで，全雌三倍体に

ついては０+年魚について明らかにされている'-3)。し

かし，全雌三倍体のｌ+年魚以降についてはまだ明ら

かにされていない。そこで今回，奥多摩分場において

'十～3十年魚の成長と１十年魚の成熟について検討した

ので報告する。

材料と方法

実験１１＋年魚における通常二倍体，全雌二倍体との

成長比較と成熟

供試魚1994年１０月に採卵し，性転換雄精子を用

いて高温処理（媒精５分後に２８℃・'５分）で作出した

全雌三倍体ヤマメ（以下Ｇ３、区）と無処理の全雌二倍

体（以下Ｇ２ｎ区)，および通常精子で媒精した通常二

倍体（以下Ｎ２ｎ区）をそれぞれ30尾ずつ用いた。

飼育条件飼育期間は１９９６年５月２４日～１０月１４

日とし，130×240×40ｃｍのコンクリート池を用いた。

供試魚は約４週間ごとに取り上げ，測定を行った。各

取り上げ測定日間を，１期（５月２４日～６月１８日)，

Ⅱ期（６月１９日～７月１７日)，Ⅲ期（７月１８日～８月

２０日)，Ⅳ期（８月２１日～９月１９日）およびＶ期（９

月２０日～１０月１４日）とした。

給餌率はライトリッツ表×０．８を目安として，１週間

ごとに給餌量を補正した。また，測定前日，日曜日お

よび降雨による濁水時には餌止めとした。供試魚が設

定した給餌量を摂餌できない場合は摂餌可能な範囲で

飽食給餌とした。

生殖腺熱度調査上述の成長比較実験に用いた全雌

三倍体ｌ+年魚と同じ作出群２０尾について，１９９６年

１１月２９日に魚体および生殖腺重量の測定を行い，成

熟の有無を確認した。

結果

実験１飼育結果を表ｌに，各測定日間ごとの補正

飼料効率，日間成長率，日間給餌率，平均体重の推移

をそれぞれ図ｌ～４に示した。

実験終了時の平均体重をみると，Ｎ２ｎ区が32699，

次いでＧ２、区が283.09,Ｇ３、区が211.99と，Ｇ３ｎ区

表１全雌三倍体，全雌二倍体および通常二倍体

ヤマメ１＋年魚の飼育結果
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放養尾数（尾）

放養重量（９）

放養平均体重（９）

取上尾数（尾）

取上重量（９）

取上平均体重（９）

へい死尾数（尾）

へい死重量（９）

給餌量（９）

増重量（９）

補正増重量（９）

飼料効率（％）

補正飼料効率（％）

成長率（％／日）

給餌率（％／日）
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表２全雌三倍体ヤマメ１＋年魚の生殖腺熱度調査結果（Mean±ＳＥ.）

生殖腺指数（GSI）

００１５士0.011

生殖腺重量（９）

００２７±0.021

体 重（９）

182.6±38.0G3、（Ｎ=20）

が最も劣る結果となった。期間毎に各区の魚体重の平

均値について分散分析を行った結果，１期はＧ２ｎ区と

G3n区との間に，Ⅱ期以降はＧ３ｎ区と他の２区の間に

有意差がみられ，ともにＧ３ｎ区が有意に低かった。

補正飼料効率，日間成長率，日間給餌率については，

全飼育期間を通じてＧ３ｎ区が最も低い値を示した。期

間別ではＧ３ｎ区のⅢ～Ⅳ期における補正飼料効率，日

間成長率，日間給餌率の低下が顕著であった。特にⅣ

期には補正飼料効率が146％，日間成長率が0.12％／

日，日間給餌率が0.80％／日まで低下した。逆にＶ期

には，Ｇ３、区のみ補正飼料効率，日間成長率が上昇し，

他の２区を上回る値を示した。

生殖腺重量の測定結果を表２に示した。全ての個体

で外見上，二次性徴は認められず，魚体は銀白色を呈

しており，剖検では糸状の生殖腺しか認められなかっ

た。生殖線熱度指数(GSI）は0.015±0.011（mean±Ｓ

Ｄ)となり，通常魚のような成熟は認められなかった。

実験２飼育結果を表３に示した。

全飼育期間を通じてみると，補正飼料効率，日間成

長率とも２+年魚がそれぞれ66.6％，071％／日，３+年

魚が47.2％,0.53％／日となり，ともに２+年魚が上回

る結果となった。また，日間給餌率についても２+年魚

が１．０６％／日となり，３+年魚の0.95％／日を上回る結

果となった。飼育終了時の平均体重は２十年魚が９１２．６

９，３+年魚が1030.89となった。

表３全雌三倍体ヤマメ２+年魚

および３+年魚の飼育結果

３年魚2年魚

開始時尾数（尾）

終了時尾数（尾）

開始時重量（９）

終了時重量（９）

開始時平均体重（９）

終了時平均体重（９）

へい死尾数（尾）

へい死重量（９）

処理尾数（尾）

処理重量（９）

不明尾数（尾）

不明重量（９）

増重量（９）

補正増重量（９）

原物給餌量（９）

飼料効率（％）

補正飼料効率（％）

飼料日数（日）

成長率（％／日）

給餌率（％／日）
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27832.7

525.7
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期間別の補正飼料効率，日間成長率，日間給餌率の

推移をそれぞれ図５～８に示した。２+年魚では，補正

飼料効率，日間成長率，日間給餌率ともにⅣ期に低下

し始めたが，３+年魚ではⅢ期の時点で低下を始めた。

また３+年魚では，Ⅳ期には極端に摂餌が悪化し，補正

飼料効率，日間成長率はそれぞれ239％，0.27％／日ま

で低下した。期間別にみた場合，補正飼料効率，日間

－５６－
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図５全雌三倍体２+年魚および３+年魚の補正飼料効率の推移
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図６全雌三倍体２+年魚および３十年魚の日間成長率の推移
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成長率および日間給餌率のいずれにおいても，Ⅱ期の

み３十年魚が若干上回ったものの，他の期間では２+年

魚が上回る結果となった。

現れた結果と考えられる。さらにこのことは，生殖腺

の熱度調査からも裏付けられた。

このように全雌三倍体魚では，ｌ+年魚の秋に成熟が

認められなかったことにより，この時期に食用魚とし

て品質の良いヤマメを出荷販売することができる。さ

らに，飼育を継続することで１ｋｇサイズの大型魚の生

産が可能となり，これまでのヤマメにはない新たな調

理方法を考えることもできる。

今回はＬ表×0.8の給餌率で全雌三倍体魚を飼育し

た結果，２+年魚の秋には体長４３ｃｍ，体重13809に達

するものもみられた。年級を経ることによる飼料効率，

成長率の低下を考慮すると，実際の養殖現場で全雌三

倍体を生産する場合は３+年魚になる以前に出荷する

のが望ましい。同時に飼育中に生じた問題としては，

摂餌行動の遅さがあげられる。特に２+年魚，３+年魚

では飼料が沈む前に摂餌できず，池底に落ちた飼料を

摂餌する形になり，吻部や尾鰭下部などに擦れを生じ，

大きく外観が損なわれた。そのため，適切な給餌法や，

使用する飼育池の深さなどについても今後検討してい

く必要がある。

考察

本実験では三倍体魚が，１十，２+’３+年魚とも夏期

（Ⅲ期～Ⅳ期）に補正飼料効率，日間成長率が大きく低

下した。ニジマス三倍体では，赤血球が二倍体に比べ

て大型である。このため，血中の血球総表面積が小さ

くなり，二倍体に比べて低酸素の影響を受けやすく，

成長量，摂餌量および飼料効率が低下するといわれて

いる4)。ヤマメでも，三倍体魚の赤血球長径は二倍体

魚よりも大きいことが知られている5)，従って今回も，

一日の平均水温が１７℃を超え，さらに水量が減少し

て低酸素状態となった際に，二倍体魚と比べて特に三

倍体魚が影響を受け，飼育成績が悪化したものと考え

られる。

都下のほとんどの民間養鱒場では，奥多摩分場と同

様に河川水で飼育している。このため，全雌三倍体ヤ

マメを養殖する際には，夏期の厳しい飼育環境をどう

克服していくかが今後の課題となろう。

ｌ＋年魚のＶ期には，補正飼料効率，日間成長率とも

にＧ３ｎ区が他の２，区を上回った。この原因としては，

水温が15℃前後まで低下して，それまで三倍体魚に

不利に作用していた低溶存酸素状態が解消したことが

考えられる。さらには，全雌二倍体および通常二倍体

が成熟に伴って成長が停滞していくのに対し，全雌三

倍体が成熟せず，成長を続けるという不妊化の効果が
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